
 

                                         

 

 

 

 

 

《こども版》  としょかんだより Ｎｏ．３２５ 

★＝ １・２年 
★★＝ ３・４年 

★★★＝ ５・６年 
 

－あたらしくはいった本の中から、おすすめの本をしょうかいします－ 
 
「 メロウ (アイルランド民話

み ん わ

） 」 （えほん）  せな けいこ／再話 ポプラ社 

 

アイルランドにむかしからつたわる人魚
に ん ぎ ょ

“メロウ”のおはなしです。 

うみであらしにあったジャックは、にげこんだいわあなでメロウに 

出あいました。メロウは、うみのそこにある家
い え

にジャックをさそい 

ます。そこでは、うみでおぼれたにんげんのたましいがかごにとじ 

こめられていました。 

 
「 もぐらのたくはいびん 」 ★  斉藤 洋／作 講談社 
             

もぐらたちのせかいはにんげんのくらしとおなじで、たくさん 
のおみせがあります。大いそがしのたくはいびんやさん、きょう 
はおまつりどおりにはいたつです。三ちょうめ三ばんちでは、に 
もつがとどいたおかげで、ぶじにひなまつりができました。つぎは、

五ちょうめ五ばんちです。 
 

「 小さな小さな七つのおはなし 」 ★★  リリアン・ムーア／作 日本標準 

 

 フクロウの子ホーホは、おじいちゃんが物知りなのは、まほう 

のめがねをかけているからだと思っていました。ある時、いねむ 

りしているおじいちゃんがめがねを落としたので、かけてみまし 

た。でも、みんなのそうだんにちっとも答えられません。 

どうぶつや子どもたちのたのしいお話が七つ入っています。 
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「 やぎのしずかのたいへんなたいへんないちにち 」 

田島 征三／作 偕成社 

 

やぎのしずかが、むちゅうで草をたべていて、うっかりバッタの足をかんでしま

いました。おこったバッタは、しずかのかおにしがみつきます。おどろいてはしり

出すと、こんどはガマガエルをふんづけてしまいました。ガマガエルがおっぱいに

はりつき、あわてたしずかは小川におちて・・・。 

 

 ものがたり
 

「 おばけやさん① これがおばけやさんのしごとです 」 ★ 

                おかべ りか／作 偕成社 

 

小学生のたもつは、おばけをかしだすおみせ“おばけやさん”の 
こ ん や ほ う せ き て ん

あるじをしています。今夜のしごとは、宝石店のるすばんです。た 

もつは、さっそく、ビンの中のおばけにしごとをたのみました。す 

るとおばけは、「うたみっつ」とへんじをしてしごとにむかいました。 

   

 「 どろんこライオン 」 ★  佐々木 マキ／作 理論社 

 

どうぶつサーカスでいつもしっぱいをして、おこられてばかりの 
よ だ ん

ライオン、サイ、ヘビは、ある夜、サーカス団をにげだしました。 
び き た す

おなかがすいてつかれた三匹は、きのこちゃんの家に助けをもとめ 
だんちょう

ます。よくあさ、団長が、足あとをたどっておいかけてきました。 

 
た い

「 ムジカの森の音楽隊 」 ★★  さくらい ともか／作 くもん出版 

 

ハムスターで医者のコツブ先生が、音楽がさかんなムジカの森に 

引っこしてきました。ある日、アゲハやテントウムシなど音を出さ 

ない虫たちが、「音楽をやりたい」と相談にやってきました。コツ 

ブ先生のおかげで音が出せるようになったアゲハたちは、やがて、 
さ ん か

くいしんぼうのカエルの音楽会に参加すると言い出します。 

 



 ものがたり
 

か い と う たからもの

「 怪盗ブラックの宝物 」 ★★★  那須 正幹／作 福音館書店 

              
こ う へ い

 公平たちは、お化けやしきと言われている古い空き家で、暗号が 

書かれた紙きれとスケッチブックを見つけました。五十年前、そこ 

にはミスター・ブラックという宝石どろぼうが住んでいて、暗号は、 
ぬ す

どうやら盗んだ宝のかくし場所を表しているようなのです。なぞと 

きをするうちに、近くの島に手がかりがあることをつきとめます。 

 

「 チビ虫マービンは天才画家！ 」 ★★★ 

            エリース・ブローチ／作 偕成社 

        

小さな虫マービンは、絵をかいて、人間の少年ジェームズにプレ 
ひ み つ

ちしきの本

ゼントしました。それから二人には秘密の友情が生まれます。とこ 
ろが、有名な画家デューラーの絵にそっくりだったので、大人たち 
は大さわぎをします。才能があるとかんちがいされたジェームズは、 
美術館から「デューラーの絵のにせものをかいて｣とたのまれました。 
 

 
 
 
「 土の色って、どんな色？ 」  栗田 宏一／作 福音館書店 

              
「土の色」と聞いて、どんな色を思いうかべますか？茶色？黄 

土色？ひとことで「土の色」といっても、場所によって様々で、 

オレンジやグレー、むらさきもあります。東京の畑の土は黒っぽ 
お お さ か

く、大阪の畑の土は白っぽいそうですよ。日本中から集めたいろ 

いろな色の土がのっています。 

 

「 月のかがく 」  えびな みつる／作 旬報社 

 
か い き げっしょく

月はどうやってたんじょうしたのでしょう。皆既月食はどの 
み か づ き か

ようにしておこるの？「三日月」など月の形によって変わるよ 
ち し き

び名や月のもようなど、月にかんするいろいろな知識を絵や写 
しょうか い

真で紹介している科学絵本です。 

 



おじいちゃん 
おばあちゃんの本 

                                                      

                          
９月１９日(月)は敬老

けいろう

の日ですね。 

おじいさん、おばあさんが登場する本を
     

紹介します。 
 
 

「 おじいちゃんのごくらくごくらく 」 （えほん） 西本 鶏介／作 鈴木出版   
きゅう にゅういん

「ごくらくごくらく」が口ぐせのおじいちゃんが、急に入院することに。 

「 グラタンおばあさんとまほうのアヒル 」 ★  安房 直子／作 小峰書店 
か も の

グラタンのすきなおばあさんがぐあいがわるくなり、買い物に行けません。す 
ざ ら え

ると、グラタン皿の絵のアヒルがお皿からぬけ出して、町に出かけて行きました。 
た つ じ ん

「 おばあちゃんは遊びの達人 」 （ちしきの本） 

           多田 千尋／作 ひかりのくに 

おはじき、あやとりなど、なつかしいあそびを 

おばあちゃんが紹介します。 
 
   
 
   

「 フレディ 」シリーズ （ものがたり） ★★★  

      ディートロフ･ライヒェ／作 旺文社  

      
い っ ぴ き

フレディは、世界でただ一匹の、文字を読んだりパソコンで字

を書いたりできるかしこいハムスターです。いろいろな問題や
き

危
け ん か ん

険を、頭を使ってのりこえます。全部で５巻ありますよ。 

 
  

 
 
     

 

 

 

「 ①世界でいちばんかしこいハムス

ター 」 

「 ④ハムスターとゆうれいの大決

戦 」 

 ゆうれい城
じょう

から招待状が届
と ど

きまし

た。お城
し ろ

についたフレディたちを待

っていたのは、のろいの大イタチと

不気味な大男です。 

 ペットショップで生まれたフレデ

ィは、ゾフィーの家で飼われることに

なります。ゾフィーが勉強している

時、フレディは字を覚えました。 

「 ②世界でいちばんねらわれたハムスター 」 
ぼ う け ん

「 ③ハムスター救出大作戦 」 「 ⑤ハムスターのタイムトラベル大冒険 」 
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